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パ
ン
フ
ォ
ー
ム
ズ
が
担
当
す
る
。

　

Ｆ
Ｄ
フ
ィ
ッ
ト
診
断
で
新
た
に
プ
ラ

ス
さ
れ
た
「
金
融
視
点
」
で
の
診
断
は
、

金
融
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社
が
行
う
。
同

社
は
、
個
人
向
け
の
Ｆ
Ｐ
相
談
に
加
え
、

「
金
融
に
特
化
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
や

営
業
ツ
ー
ル
の
設
計
、
デ
ザ
イ
ン
、
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
、
分
析
、
改
善
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
」
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
事
業
も

手
掛
け
る
Ｆ
Ｐ
会
社
で
あ
る
。

　

Ｆ
Ｄ
の
７
原
則
の
中
に
は
、
原
則
５

「
重
要
な
情
報
の
分
か
り
や
す
い
提
供
」、

わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
か

金
融
機
関
の
ツ
ー
ル
を
分
析

　

Ｆ
Ｄ
フ
ィ
ッ
ト
診
断
は
、
金
融
機
関

の
チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
を
、「
Ｕ
Ｄ
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
）
視
点
」「
科
学
視
点
」「
金

融
視
点
」
の
３
つ
の
切
り
口
か
ら
診
断

し
た
う
え
で
デ
ザ
イ
ン
の
改
善
案
を
提

案
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち「
Ｕ
Ｄ
視
点
」「
科
学
視
点
」

で
の
診
断
は
既
存
サ
ー
ビ
ス
の
Ｕ
Ｄ
診

断
で
も
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
ト
ッ

原
則
６
「
顧
客
に
ふ
さ
わ
し
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
（
図

表
１
）。
Ｆ
Ｄ
フ
ィ
ッ
ト
診
断
で
は
、

こ
の
２
点
つ
い
て
金
融
機
関
の
ツ
ー
ル

を
分
析
・
評
価
し
、
Ｆ
Ｄ
に
対
応
し
た

作
り
に
な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

　

加
え
て
、
原
則
４
「
手
数
料
等
の
明

確
化
」
で
は
、
顧
客
が
負
担
す
る
手
数

料
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｆ
Ｄ
フ
ィ
ッ
ト
診

断
で
は
、「
手
数
料
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、
ツ
ー
ル
を
ど

う
作
る
べ
き
か
」
と
い
う
視
点
で
も
指

摘
を
行
い
、
改
善
点
を
提
案
し
て
い
る
。

人
の
目
と
機
械
に
よ
っ
て

デ
ザ
イ
ン
上
の
問
題
点
を
指
摘

　

こ
こ
か
ら
は
、
Ｆ
Ｄ
フ
ィ
ッ
ト
診
断

に
お
い
て
、「
Ｕ
Ｄ
視
点
」「
科
学
視
点
」

「
金
融
視
点
」
の
３
つ
の
視
点
で
ど
の

よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

を
分
析
し
て
い
る
の
か
、
各
視
点
に
お

け
る
診
断
内
容
を
詳
し
く
み
て
い
こ
う
。

　

ま
ず
「
Ｕ
Ｄ
視
点
」
の
診
断
は
１
級

Ｕ
Ｄ
診
断
士
が
行
う
。
Ｕ
Ｄ
診
断
士
と

は
、
Ｕ
Ｄ
に
関
す
る
ト
ッ
パ
ン
フ
ォ
ー

ム
ズ
の
社
内
資
格
で
、
１
級
は
最
高
ラ

ン
ク
に
あ
た
る
。
１
つ
の
案
件
に
対
し

て
は
３
名
の
１
級
Ｕ
Ｄ
診
断
士
が
分
析

を
担
当
。
そ
れ
ぞ
れ
が
指
摘
し
た
デ
ザ

イ
ン
上
の
問
題
点
を
と
り
ま
と
め
て
診

断
結
果
を
作
成
し
て
い
く
。

　

診
断
は
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
る
。
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
大

き
く
「
視
認
性
」「
直
感
性
」「
理
解
性
」

「
利
用
性
」「
事
務
効
率
」
の
５
つ
の
分

野
に
分
か
れ
る
（
図
表
２
）。
そ
れ
ぞ

れ
は
「
情
報
量
が
多
す
ぎ
る
」
な
ど
の

診
断
項
目
に
細
分
化
さ
れ
て
お
り
、
診

断
士
が
そ
の
項
目
に
該
当
し
な
い
か
を

洗
い
出
し
て
い
く
。

　

次
に
「
科
学
視
点
」
で
は
「
情
報
量

計
測
（
ド
ッ
ト
レ
シ
オ
カ
ウ
ン
タ
ー
）」

「
色
覚
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
Ｕ
Ｄ
ｉ
ｎ

ｇ
）」「
３
Ｍ
視
線
予
測
サ
ー
ビ
ス
」
を

用
い
て
、
機
械
的
な
診
断
を
行
う
。

「
情
報
量
計
測
」
で
は
、
印
字
率
を
計

測
し
紙
面
に
ど
れ
だ
け
の
情
報
が
あ
る

の
か
を
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
表
示
す
る
。

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
ツ
ー
ル
を
白
黒

コ
ピ
ー
し
た
際
に
、
ア
ミ
か
け
な
ど
を

除
い
て
紙
面
の
中
で
黒
い
部
分
が
占
め

る
割
合
を
測
定
。
こ
れ
が
19
％
を
超
え

る
と
、
圧
迫
感
の
あ
る
紙
面
と
な
り
、

お
客
さ
ま
は
「
読
む
気
が
し
な
い
」
と

感
じ
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。

「
色
覚
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」
で
は
、
色

覚
障
が
い
の
あ
る
方
で
も
見
や
す
い
色

の
配
置
に
な
っ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。

一
般
的
に
色
覚
障
が
い
の
あ
る
方
は
、

緑
や
赤
と
い
っ
た
特
定
の
色
に
つ
い
て

「
見
え
方
が
異
な
る
」「
他
の
色
と
識
別

で
き
な
い
」
と
い
う
特
性
を
持
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
例
え
ば
、
緑
色
の
ア
ミ

は
そ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
金
融
機
関

か
ら
、『
わ
か
り
や
す
い
ツ
ー
ル
を
作

り
た
い
』
な
ど
と
ご
相
談
を
い
た
だ
く

こ
と
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｆ

Ｄ
フ
ィ
ッ
ト
診
断
の
提
供
を
通
じ
て
、

ツ
ー
ル
改
善
に
よ
る
金
融
機
関
の
Ｆ
Ｄ

対
応
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
な
い
か
と
考
え

ま
し
た
」

　

Ｆ
Ｄ
フ
ィ
ッ
ト
診
断
を
開
発
し
た
経

緯
を
、
ト
ッ
パ
ン
・
フ
ォ
ー
ム
ズ
株
式

会
社
デ
ザ
イ
ン
開
発
部
Ｕ
Ｄ
・
Ｕ
Ｉ
デ

ザ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
大

塚
亮
一
さ
ん
は
こ
う
話
す
。

社
で
は
、
以
前
か
ら
『
Ｕ
Ｄ

診
断
』
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
幅
広
い

業
種
を
対
象
に
、
そ
の
会
社
の
チ
ラ
シ

や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
、
帳
票
な
ど
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
、

消
費
者
目
線
で
『
わ
か
り
に
く
さ
は
な

い
か
』
を
診
断
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

サ
ー
ビ
ス
を
金
融
業
界
に
特
化
さ
せ
た

も
の
が
『
Ｆ
Ｄ
フ
ィ
ッ
ト
診
断
』
で
す
。

先
般
、
金
融
庁
か
ら
『
顧
客
本
位
の
業

務
運
営
（
フ
ィ
デ
ュ
ー
シ
ャ
リ
ー
・
デ

ュ
ー
テ
ィ
ー
。
以
下
、
Ｆ
Ｄ
）
に
関
す

る
原
則
』
が
公
表
さ
れ
、
金
融
機
関
に

「
弊

Ｆ
Ｐ
が
診
断
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
る
こ
と
で

Ｆ
Ｄ
に
対
応
し
た
改
善
が
可
能
に

ト
ッ
パ
ン
フ
ォ
ー
ム
ズ
「
Ｆ
Ｄ
フ
ィ
ッ
ト
診
断
」
に
よ
る

消
費
者
目
線
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
改
善

フィデューシャリー・デューティーの７原則1図表

１．顧客本位の業務運営に係る方針の策定・公表等
２．顧客の最善の利益の追求
３．利益相反の適切な管理
４．手数料等の明確化
５．重要な情報の分かりやすい提供
６．顧客にふさわしいサービスの提供
７．従業員等に対する適切な動機づけの枠組み

トッパン・フォームズ株式会社は、金融デザイ
ン株式会社と協働で、「顧客本位の業務運営に
関する原則」に則った形で金融機関のコミュニ
ケーションツールを改善するサービス「ＦＤフィ
ット診断」を2017年５月から開始した。本特
別レポートでは、「ＦＤフィット診断」での具体
的な診断の流れを解説したうえで、このサービ
スを利用した農林中央金庫での改善例を紹介し
ていく。

UD視点による診断のチェック項目2図表

項目 関連するデザイン項目

１．視認性　（見やすさ）
・情報量
・色彩設計
・文字

２．直感性　（わかりやすさ）
・文字組み
・情報配置
・表組み、グラフ、アイコン

３．理解性　（伝わりやすさ） ・目的誘導
・文章表現

４．利用性　（つかいやすさ） ・記入欄
・印刷物の仕様

５．事務効率（作業しやすさ）
・印字作業
・スキャニング作業
・仕分け、入力作業

※トッパンフォームズ資料より抜粋

特
別
レ
ポ
ー
ト
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